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明
治
皇
室
典
範
制
定
の
意
義
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律
令
制
か
ら
立
憲
制
へ
―

島

 
 

善

高

一
、
は
じ
め
に

　

た
だ
い
ま
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
島
善
高
と
申
し
ま
す
。
平
成

二
十
一
年
は
、
明
治
の
皇
室
典
範
、
帝
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら

百
二
十
年
目
に
当
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
明
治
皇
室
典
範
・
帝
国
憲
法

が
百
二
十
年
前
に
制
定
さ
れ
た
意
義
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

の
か
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
何
か
話
を
し
て
く
れ
と
い
う
の
が
、
明
治
聖
徳
記
念
学
会
か

ら
の
御
要
望
で
し
た
。
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
の
で
、
果
た
し
て
皆
様

の
御
満
足
の
ゆ
く
話
が
出
来
ま
す
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
な
り
に

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
皇
室
典
範
、
帝
国
憲
法
に
関
す
る
研
究
は
従
来
、
非
常
に
進

ん
で
お
り
ま
し
て
、
細
部
に
至
る
ま
で
究
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私

も
①
『
近
代
皇
室
制
度
の
形
成
―
明
治
皇
室
典
範
の
で
き
る
ま
で

―
』（
成
文
堂
、
平
成
六
年
）、
②
『
明
治
皇
室
典
範
』
上
下
二
巻
（
共

編
、
日
本
立
法
資
料
全
集
⑯
⑰
、
信
山
社
、
平
成
八
、
九
年
）、
③
『
元
老

院
国
憲
按
編
纂
史
料
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
二
年
）、
④
『
律
令
制

か
ら
立
憲
制
へ
』（
成
文
堂
、
平
成
二
十
一
年
十
月
）
な
ど
の
書
物
を
出

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
ご
覧
に
な
れ
ば
、
本
日
お
話
し
す

る
こ
と
も
大
体
は
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
従
来
、
明
治
史
を
見
る
場
合
、
徳
川
幕
府
か
ら
明
治
政
府

へ
の
変
化
に
ば
か
り
目
が
注
が
れ
る
嫌
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
専

門
と
す
る
法
制
史
の
分
野
で
も
、
徳
川
幕
府
の
法
律
か
ら
明
治
政
府

の
法
律
へ
ど
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
か
、
西
欧
法
を
如
何
に
し

て
導
入
し
た
の
か
と
い
う
見
方
で
説
明
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
私
は
、

も
っ
と
大
き
な
視
野
で
、
律
令
制
か
ら
立
憲
制
へ
と
い
う
視
点
で
歴

講

演
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史
を
見
て
み
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
論
を
先
に
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
と
、
奈
良
、
平
安
時
代
の
律

令
制
が
、
細
々
な
が
ら
も
中
世
、
近
世
を
通
じ
て
明
治
初
年
ま
で
続

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
律
令
制
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
に
皇
室
典
範
・
帝
国
憲
法
が
作
ら
れ
た
、

し
か
も
、
長
年
、
明
確
な
規
定
の
な
い
ま
ま
、
不
文
法
と
し
て
機
能

し
て
い
た
「
国
体
」
が
明
文
化
せ
ら
れ
た
、
こ
こ
に
そ
の
特
徴
が
あ

る
と
見
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
私
の

本
日
の
お
話
し
の
結
論
で
す
。

二
、
明
治
三
年
の
建
国
策
、
根
本
律
法
案

　

徳
川
幕
府
が
倒
れ
、
明
治
新
政
府
が
出
来
て
も
、
し
ば
ら
く
の
間

は
多
忙
で
、
新
政
府
は
き
ち
ん
と
し
た
法
律
を
作
る
ゆ
と
り
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
の
憲
法
に
類
す
る
よ
う
な
も
の
を
作
ろ
う
と

す
る
最
初
の
動
き
は
、
明
治
三
年
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
大
納
言
で

あ
っ
た
岩
倉
具
視
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
、
新
政
府
の
根
幹

と
な
る
も
の
を
作
ろ
う
と
、
何
人
か
の
人
に
「
建
国
策
」
の
起
草
を

頼
み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
明
治
三
年
九
月
頃
、
副
島
種
臣
が
「
建
国
策
」（
岩
倉

具
視
関
係
文
書
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
Ⅲ
、
一
八-

五
）
を

起
草
し
ま
し
た
。
そ
の
初
め
の
方
に

一
、
建
国
大
体
之
事

茫
々
タ
ル
天
地
、
無
極
無
量
、
蠢
尓
タ
ル
生
民
、
初
テ
其
間
ニ

生
ス
、
智
其
愚
ヲ
欺
キ
、
強
其
弱
ヲ
食
フ
、
生
民
終
ニ
其
生
ヲ

遂
ル
ヲ
不
得
、
於
是
乎
相
共
ニ
其
生
ヲ
保
チ
、
其
命
ヲ
全
フ
セ

ン
ヲ
欲
ス
、
於
是
乎
相
共
ニ
国
ヲ
建
テ
、
以
テ
其
身
ヲ
保
タ
ン

ヲ
欲
ス
、
於
是
乎
政
府
ア
リ
、
故
ニ
政
府
ノ
ア
ル
ハ
万
民
ヲ
保

安
ス
ル
ノ
為
ナ
リ
、
万
民
ヲ
私
ス
ル
ノ
為
ニ
非
ル
ナ
リ
、
然
則

政
府
ナ
ル
モ
ノ
ハ
家
政
ヲ
以
テ
論
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
明
矣
、

是
以
テ
政
府
万
民
ヲ
私
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
万
民
亦
政
府
ニ
私
ス
ヘ

カ
ラ
ス
、
神
明
之
恒
典
、
天
地
之
通
義
、
是
ヨ
リ
外
ナ
ル
ナ
シ
、

於
是
乎
建
国
之
体
建
ツ
、
建
国
之
体
、
万
国
或
不
同
、
而
テ
家

政
ヲ
以
テ
国
ヲ
建
ル
カ
如
キ
者
、
其
終
リ
ヤ
大
概
国
ヲ
建
ル
不

能
ニ
至
ル
支
那
其

外
印
度
我

皇
国
ノ
如
キ　

天
造
ノ
初
メ

神
人
未
タ
離
レ
ス
、
コ
ノ

神
孫
ヲ
降
シ
テ
、
以
テ
下
土
ヲ
照
臨
シ
、
授
ル
ニ
神
器
ヲ
以
ス
、

上
ミ
永
ク　

天
徳
ヲ
配
シ
、
下
博
ク
人
心
ニ
附
稟
ス
、
其
細
、

其
大
、
其
上
、
其
下
、
其
幽
、
其
著
、
其
微
、
其
顕
、
造
化
ノ

妙
ニ
非
ル
ナ
ク

天
嗣
ノ
徳
ニ
非
サ
ル
ナ
シ
、
是
ヲ
以
テ
万
民
亦
天
胤
ヲ
奉
戴
シ
、

敢
テ
無
貮
心
所
ノ
モ
ノ
自
ラ
其
本
ニ
報
ヒ
、
以
テ
其
分
ヲ
尽
ン

事
ヲ
欲
ス
、
故
ニ

天
皇
ノ
天
下
ニ
於
ル
、
恃

（
マ
マ
）ニ



明治皇室典範制定の意義（島）443

朝
廷
ニ
私
ス
ル
ニ
非
ス
、
偏
ク
天
工
ヲ
配
布
シ
、
俯
テ
以
テ
万

民
ノ
依
ル
所
ヲ
定
ム
、
万
民
ノ
朝
廷
ニ
於
ル
モ
亦
、
自
ラ
責
メ

自
ラ
致
シ
、
仰
テ
以
テ
保
全
ナ
ル
所
以
ヲ
求
ル
ナ
リ
、
苟
モ
ヨ

ク
此
義
ヲ
審
ニ
ス
、
建
国
之
大
体
可
弁
也

と
あ
り
ま
す
。

　

人
間
が
誕
生
し
た
後
、
賢
い
人
が
愚
か
な
人
を
欺
い
た
り
、
強
い

も
の
が
弱
い
も
の
を
虐
げ
た
り
す
る
混
乱
状
態
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

鎮
め
る
た
め
に
国
と
い
う
も
の
が
出
来
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
が
書

い
て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
混
乱
を
鎮
め
る
た
め
に
政
府
が
作

ら
れ
、
天
皇
が
登
場
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
従
っ
て
政
府
の
誕
生
、

天
皇
の
登
場
は
、
万
民
を
保
安
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し

て
万
民
を
私
す
る
た
め
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
の
で
す
。

　

同
じ
年
の
十
月
二
十
日
、
大
木
喬
任
も
「
建
国
策
」（
憲
政
資
料
室
、

大
木
喬
任
関
係
文
書
）
を
書
い
て
い
ま
す
。
長
文
で
す
の
で
全
文
の
引

用
は
省
略
し
ま
す
が
、「
昔
シ
天
神
、
那
岐
、
那
美
ノ
二
神
ニ
詔
シ

テ
、
大
ニ
邦
土
ヲ
造
リ
、
継
テ
億
兆
蒼
生
ヲ
生
々
ス
」
と
い
う
文
章

か
ら
始
ま
り
ま
し
て
、
国
の
成
り
立
ち
、「
皇
統
一
系
ノ
国
体
」
の

由
来
が
ず
っ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
江
藤
新
平
も
意
見
を
出
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
う
い
う
理
由
か
ら
か
詳
細
は
不
明
で
す
が
、

「
建
国
策
」
は
、
結
局
実
を
結
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
江
藤
新
平
が
「
建
国
策
」
と
は
別
に
、

「
根
本
律
法
草
案
」（『
江
藤
新
平
関
係
文
書
』
Ｒ
二-

三
五-

二
一
、
佐

賀
城
本
丸
歴
史
館
所
蔵
「
江
藤
新
平
関
係
資
料
」
一
三
四
）
を
書
き
ま
し

た
。
当
時
は
、
現
在
の
憲
法
・
皇
室
典
範
に
相
当
す
る
も
の
を
根
本

律
法
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
最
初
の
方
に
「
謹
テ
神
典
ヲ
考
ル

ニ　

諾
冊
（
諾
は
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
神
、
冊
は
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
神
）
両
尊
初
テ
日

月
星
辰
地
球
ヲ
生
シ
、
而
シ
テ
先
皇
国
ヲ
生
シ
、
次
ニ
諸
島
ヲ
生
シ

テ
皇
国
ヲ
保
護
セ
シ
ム
」
と
あ
り
、
国
産
み
の
神
話
か
ら
始
ま
っ
て
、

「
皇
統
一
系
」
の
国
体
論
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

神
孫
降
臨
ノ
時
ヨ
リ　

神
武
ノ
前
ニ
至
マ
テ
宇
内
所
奉
ハ
蓋
シ
我
神
孫
君
ナ
リ
、
故
後

世　

天
皇
ヲ
称
シ
テ
天
カ
下
シ
ロ
シ
メ
ス
天
皇
ト
云
、
天
カ
下

ハ
宇
内
ナ
リ
、
宇
内
万
国
ノ
人
民
ハ
皆　

天
皇
ノ
赤
子
ナ
リ
、

赤
子
ニ
シ
テ
孝
ヲ
不
知
時
ハ
父
ニ
シ
テ
憂
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ
、

此
赤
子
ヲ
シ
テ
其
方
向
ヲ
定
メ
、
其
父
ニ
孝
ヲ
尽
シ
、
子
道
ヲ

全
ク
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
、
其
大
父
タ
ル
天
皇
ノ
大
志
ニ
シ
テ
、

神
ノ
厚
旨
ナ
リ
、
故
ニ
世
　々

先
皇
ノ
海
外
ニ
於
ル
ヤ
或
ハ
征

之
、
或
ハ
服
之
シ
、
更
ニ
残
忍
不
仁
ノ
挙
ナ
ク
、
来
ル
モ
ノ
ハ

化
之
撫
之
、
挙
之
官
之
、
以
テ
其
才
能
ヲ
尽
シ
ム
、
而
テ　

神

意
ヲ
奉
ス
、
是
ヲ
以
テ　

神
意
ヲ
奉
ス
ル
ハ
、
中
古
以
来
ノ
器

模
ト
ナ
レ
リ
、
神
意
ト
ハ
何
ソ
ヤ
、
詳
ニ
言
之
ハ
我　

天
皇
ヲ

シ
テ
宇
内
ニ
君
臨
セ
シ
メ
、
皇
澤
ヲ
シ
テ
宇
内
ニ
洋
溢
セ
シ
メ
、

我
正
朔
ヲ
シ
テ
宇
内
ニ
奉
セ
シ
メ
、
永
世
宇
内
ノ
人
ヲ
シ
テ
皆

我
天
皇
ニ
忠
ヲ
尽
シ
、
誠
ヲ
尽
シ
、
人
臣
ノ
道
ヲ
尽
サ
シ
メ
、
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所
謂
宇
内
所
奉
ハ
我
天
皇
一
君
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
云
ナ
リ
、
夫
此

神
意
ヲ
奉
ス
、
是　

皇
国
ノ
御
国
体
ナ
リ
、
此
国
体
ヲ
益
光
明

正
大
ニ
ス
、
是　

皇
国
ノ
御
国
是
ナ
リ
、
今
ヤ
維
新
ノ
時
、
海

内
干
戈
モ
全
ク
止
ミ
、
大
権
全
ク
太
政
官
ニ
帰
セ
リ
、
当
今
之

時
確
然
御
国
是
ヲ
定
メ
、
其
方
略
ヲ
施
サ
ス
ン
ハ
、
何
時
ヲ
カ

待
タ
ン
、
且
其
方
略
ヲ
施
ス
ニ
於
テ
ハ
、
即
今
ノ
内
外
情
勢
ヲ

詳
ニ
シ
、
深
慮
リ
遠
計
リ
、
其
情
勢
相
応
々
々
ノ
事
業
ヲ
漸
々

運
ハ
ス
ン
ハ
、
却
テ
万
事
進
メ
ン
ヲ
欲
シ
テ
退
ク
ノ
患
ア
ル
ヘ

キ
ナ
リ
、
慎
サ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ

こ
の
文
章
に
続
い
て
、
根
本
律
法
の
条
文
に
相
当
す
る
も
の
が
列
挙

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
藤
は
、
明
治
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
、
実
際
に
国
法
会
議
を

主
催
し
、
天
皇
親
臨
の
下
、
三
条
実
美
、
嵯
峨
実
愛
、
木
戸
孝
允
、

大
久
保
利
通
、
後
藤
象
二
郎
、
加
藤
弘
之
ら
が
出
席
し
て
議
論
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
と

い
う
の
も
、
当
時
は
ど
う
い
う
政
治
体
制
を
採
用
す
る
か
、
君
主
独

裁
の
政
治
体
制
を
と
る
の
か
、
あ
る
い
は
君
民
共
治
の
政
治
体
制
を

と
る
の
か
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
共
和
政
体
を
と
る
の
か
、

み
ん
な
い
ろ
い
ろ
立
場
が
あ
っ
て
収
斂
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
後
、
明
治
四
年
、
五
年
に
も
憲
法
制
定
の
機
運
は
若
干
な
が
ら

も
起
こ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
盛
り
上
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

三
、
明
治
六
年
の
政
体
取
調

　

明
治
六
年
の
初
め
頃
、
司
法
卿
で
あ
っ
た
江
藤
は
、
法
律
制
度
を

早
急
に
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
、『
憲
法
類
編
』（
明

治
六
年
六
月
、
明
法
寮
編
、
京
都
、
村
上
勘
兵
衛
他
刊
、
二
十
八
冊
）
と
い

う
書
物
を
出
版
い
た
し
ま
す
。
殆
ん
ど
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

非
常
に
重
要
な
書
物
で
す
。
現
在
、
明
治
時
代
の
書
物
と
い
う
の
は

大
部
分
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
立

国
会
図
書
館
が
提
供
し
て
い
る
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
御
覧
に
な

れ
ま
す
。
そ
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

往
昔
大
宝
養
老
ノ　

二
朝
。
修
定
ス
ル
所
ノ
法
典
。
廃
弛
ス
ル

既
ニ
久
シ
。
中
葉
而
降
。
豪
族
政
ヲ
為
シ
。
家
其
俗
ヲ
殊
ニ
シ
。

国
其
風
ヲ
異
ニ
シ
。
概
子
皆
慣
習
ヲ
以
テ
法
ト
為
ス
。
之
ヲ
無

法
ト
謂
テ
可
ナ
ラ
ン
歟
。
今
ヤ　

王
室
中
興
。
宇
内
ヲ
混
一
シ
。

嚮
ノ
豪
族
ナ
ル
モ
ノ
。
悉
ク
郡
県
ニ
帰
シ
。
政
令
一
途
ニ
出
ツ
。

是
ニ
於
テ
。
凡
百
ノ
法
度
。
内
ハ
則
チ
大
宝
養
老
ノ
旧
ニ
遡
リ
。

外
ハ
則
チ
西
洋
諸
国
ノ
粋
ヲ
采
リ
。
頗
ル
裁
定
ス
ル
所
ア
リ
。

　

奈
良
時
代
に
大
宝
律
令
、
養
老
律
令
が
制
定
さ
れ
、
日
本
の
国
家

体
制
が
出
来
上
が
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
歴
史
が
進
展
す
る

う
ち
に
そ
れ
が
廃
れ
て
い
っ
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
は
、

武
家
政
権
が
登
場
し
て
い
ろ
い
ろ
法
律
を
作
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
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は
大
体
慣
習
法
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
律
令
に
代
わ
る
よ
う
な

ち
ゃ
ん
と
し
た
法
体
系
は
出
来
上
が
っ
て
な
い
。
明
治
政
府
に
な
っ

て
、
律
令
に
代
わ
る
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た
法
体
系
を
つ
く
ら
な
い

と
い
け
な
い
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
そ
う
い
う
法
律
制
度
を

模
倣
し
て
、
い
い
も
の
は
採
用
し
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
う
い
う
こ

と
で
、
江
藤
は
、
明
治
元
年
か
ら
明
治
五
年
ま
で
出
さ
れ
た
い
ろ
い

ろ
な
法
令
を
集
め
ま
し
て
、
そ
れ
を
類
別
し
て
『
憲
法
類
編
』
を
出

版
し
ま
し
た
。
憲
法
に
属
す
る
も
の
、
刑
法
に
類
す
る
も
の
、
民
法

に
属
す
る
も
の
等
々
を
分
類
し
て
あ
り
ま
す
。
当
時
と
し
て
は
画
期

的
な
も
の
で
、
非
常
に
便
利
で
あ
り
ま
す
。
江
藤
は
、
こ
れ
を
基
に

し
て
、
憲
法
そ
の
他
の
法
律
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
明
治
六
年
の
初
め
の
頃
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
明
治
六
年
の
政
変
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
西
郷
隆
盛
、
板
垣
退
助
、
副
島
種
臣
ら
が
征
韓
論
を
唱

え
て
、
韓
国
に
出
兵
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
岩
倉
具
視
た
ち
洋
行

組
か
ら
却
下
さ
れ
て
、
彼
ら
は
政
府
を
去
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
江
藤
も
辞
め
て
野
に
下
る
わ
け
で
す
。
か
く
て
、
江
藤
の
願

望
は
実
を
結
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

政
変
後
の
明
治
六
年
十
一
月
、
大
久
保
利
通
が
、「
立
憲
政
体
に

関
す
る
意
見
書
」（『
大
久
保
利
通
文
書
』
第
五
巻
、
一
八
二
頁
以
下
）
と

い
う
長
文
の
意
見
書
を
出
し
ま
す
。

今
日
ノ
要
務
先
ツ
我
カ
国
体
ヲ
議
ス
ル
ヨ
リ
大
且
ツ
急
ナ
ル
ハ

ナ
シ
、
苟
シ
ク
モ
之
レ
ヲ
議
ス
ル
ニ
序
ア
リ
、
妄
リ
ニ
欧
洲
各

国
君
民
共
治
ノ
制
ニ
擬
ス
可
カ
ラ
ス
、
我
カ
国
自
カ
ラ
皇
統
一

系
ノ
法
典
ア
リ
、
亦
タ
人
民
開
明
ノ
程
度
ア
リ
、
宜
シ
ク
其
得

失
利
弊
ヲ
審
按
酌
慮
シ
テ
、
以
テ
法
憲
典
章
ヲ
立
定
ス
ヘ
シ

云
々
で
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
大
木
喬
任
も
「
建
国
法

ヲ
定
ム
ル
事
」（
憲
政
資
料
室
、
大
木
喬
任
文
書
）
と
い
う
意
見
書
を
出

し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
大
木
の
メ
モ
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

（
国
憲
ナ
リ
）「
建
国
法
ヲ
定
ム
ル
事
」

　
　
　
　
　

勅
旨　

定
律　

衆
庶
誓
言　

皇
統
一
系

　
　
　
　
「
国
法
ヲ
定
ム
ル
事
」（
下
略
）

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
詳
し
い
内
容
は
不
明
で
す
が
、

多
分
こ
の
少
し
前
、
文
部
卿
を
し
て
い
た
頃
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る

「
建
国
ニ
関
ス
ル
意
見
書
起
草
要
綱
」
全
五
十
七
章
（
憲
政
資
料
室
、

大
木
喬
任
文
書
）
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
は

第
一
篇

　

�

建
国
有
大
体
、
宜
シ
ク
建
国
之
大
体
ヲ
明
ニ
ス
ベ
キ
事

　

�

建
国
之
大
体
ヲ
明
説
セ
ン
事
ヲ
欲
ル
ノ
為
ニ
、
先
ツ
其
大
体

ナ
ル
者
ハ
指
シ
テ
何
ヲ
謂
ヤ
ヲ
論
ス
（
中
略
）

第
十�

七
章　

人
民
安
全
保
護
ス
ル
事
ノ
不
出
来
モ
ノ
ナ
レ
バ
、

ナ
ニ
故
此
故
ニ
此
世
界
ニ
生
レ
、
孰
レ
カ
之
ヲ
生
ミ
タ
ル

ヤ
ヲ
論
ス

第
十�

八
章　

之
ヲ
生
ミ
タ
ル
者
ハ
神
明
ナ
ル
ヲ
論
ス
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�

建
国
ノ
大
体
ヲ
明
説
セ
ン
事
ノ
為
メ
ニ
神
明
ノ
御
心
ヲ
明

カ
ス
（
中
略
）

第
二�
十
五
章　

故
我
天
ハ
日
嗣
ニ
詔
リ
玉
イ
テ
、
此
国
ヲ
安
ク

ニ
ト
平
イ
ヨ
ト
神
明
ノ
命
ヲ
陛
下
ノ
宗
廟
先
霊
ノ
神
ニ

及
々
伝
ヘ
玉
イ
シ
ナ
リ

　
　

建
国
ノ
大
体
ヲ
明
説
ス

第
二�

十
六
章　

然
則
我
御
国
ハ
則
一
姓
系
統
ノ
天
子
此
民
ヲ
安

全
シ
、
天
地
ト
無
窮
、
億
万
世
ナ
ル
者
ナ
リ

第
二�

十
八
章　

即
我
皇
邦
ノ
国
体
、
一
姓
系
統
ノ
国
体
ナ
リ

（
中
略
）

第
三�

十
九　

神
明
御
心
ハ
其
君
主
ニ
私
シ
玉
ニ
あ
ら
す
、
乍
恐

陛
下
も
為
ニ
私
シ
テ
一
姓
無
窮
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
非
ス

　
　

�

億
兆
万
世
ノ
事
ニ
御
済
被
遊
候
為
ニ
、
一
意
承
統
之
掟
ヲ

定
メ
玉
フ
ナ
リ

第
四�

十
章　

第
一
我
国
ハ
一
世
系
統
ノ
国
体
ニ
シ
而
、
外
国
之

所
謂
ル
君
主
専
制
ニ
あ
ら
す

等
々
、
国
体
論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
こ
れ
と
類
似
の
意

見
書
を
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
木
の
主
張
は
、
要
す
る

に
、
世
の
中
が
混
乱
し
な
い
よ
う
、
そ
し
て
国
民
を
保
護
す
る
た
め

に
国
が
出
来
、
天
皇
が
登
場
し
た
の
だ
と
い
う
に
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
大
木
は
、「
神
明
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
神
明
が
人
間

を
生
ん
だ
り
、
国
土
を
生
ん
だ
り
し
た
の
だ
と
続
け
ま
す
。
全
五
十

七
章
に
わ
た
る
長
文
で
す
が
、
明
ら
か
に
こ
れ
は
建
国
法
を
作
ろ
う

と
い
う
目
的
で
書
い
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
結
局
は
こ
れ
も
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は

何
故
か
と
い
い
ま
す
と
、
こ
の
大
木
以
外
に
、
木
戸
孝
允
と
か
青
木

周
蔵
と
か
が
お
り
ま
し
て
、
彼
等
の
国
家
構
想
、
天
皇
の
位
置
づ
け

と
、
大
木
、
大
久
保
の
考
え
が
、
ま
だ
ば
ら
ば
ら
で
あ
り
、
統
一
が

と
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

四
、
大
木
喬
任
の
「
乞
定
国
体
之
疏
」

　

明
治
六
年
の
政
変
で
板
垣
退
助
が
政
府
を
去
り
、
台
湾
出
兵
に
反

対
し
て
木
戸
孝
允
も
政
府
を
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
明
治
政
府
は
板

垣
と
か
木
戸
が
野
に
下
っ
て
反
政
府
行
動
を
し
た
ら
危
な
い
、
何
と

か
彼
等
を
政
府
に
呼
び
戻
そ
う
と
、
明
治
八
年
に
大
阪
会
議
を
開
き

ま
し
た
。
大
阪
で
大
久
保
や
伊
藤
は
板
垣
と
木
戸
と
会
っ
て
、
政
府

に
戻
っ
て
き
て
く
れ
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
の
時
に
板
垣
、
木
戸
は
、

戻
っ
て
い
っ
て
も
い
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
な
ら
ば
我
々
の
言
う
こ
と

も
聞
い
て
く
れ
、
早
く
憲
法
を
つ
く
っ
て
く
れ
、
国
会
を
開
い
て
く

れ
と
言
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
明
治
九
年
、
憲
法
を
起
草
す
る
た

め
に
元
老
院
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
木
戸
と
か
板
垣
の
意
を

汲
ん
だ
人
た
ち
が
入
っ
て
い
き
ま
し
て
、
憲
法
草
案
を
作
り
ま
す
。

明
治
九
年
か
ら
明
治
十
三
年
ま
で
か
け
て
「
国
憲
按
」
と
い
う
も
の

を
起
草
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
内
で
出
来
た
最
初
の
本
格
的
な
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憲
法
草
案
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
元
老
院
「
国
憲
按
」
を
見
て
み
ま
す
と
、
殆
ん

ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
憲
法
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
下
敷
き
に
し
て
お
り
、

し
か
も
女
性
天
皇
を
認
め
る
と
か
、
天
皇
は
即
位
に
際
し
て
元
老
院

に
や
っ
て
き
て
誓
い
を
述
べ
な
い
と
い
け
な
い
と
か
、
元
老
院
は
定

員
が
な
い
と
か
、
こ
の
当
時
か
ら
す
れ
ば
、
急
進
的
な
、
し
か
も
元

老
院
の
権
限
を
最
大
限
に
伸
ば
そ
う
と
し
た
憲
法
で
あ
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
明
治
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
ま
す
岩
倉
か
ら
す
る

と
、
元
老
院
が
つ
く
っ
た
憲
法
は
お
も
し
ろ
く
な
い
、
日
本
の
従
来

の
万
世
一
系
と
か
皇
室
制
度
と
い
う
も
の
を
な
ん
ら
考
慮
し
て
な
い
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
急
進
的
な
憲
法
を
真
似
し
て
い
る
だ
け
だ
、
こ
れ
は

駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
握
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
間
の

経
緯
は
私
が
出
し
た
『
元
老
院
国
憲
按
編
纂
史
料
』
を
御
覧
下
さ
い
。

　

岩
倉
は
、
元
老
院
で
「
国
憲
按
」
を
起
草
し
て
い
る
頃
、
明
治
十

一
年
三
月
に
「
奉
儀
局
或
ハ
儀
制
局
開
設
建
議
」（『
明
治
皇
室
典
範
』

上
巻
、
資
料
一
二
）
と
い
う
も
の
を
出
し
ま
す
。
岩
倉
は
こ
の
建
議
で
、

日
本
の
国
柄
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
と
は
違
う
、
憲
法
を
つ
く
る
前

に
ま
ず
は
日
本
の
皇
室
の
い
ろ
い
ろ
な
制
度
、
あ
る
い
は
天
皇
の
役

割
と
い
っ
た
も
の
を
は
っ
き
り
と
固
め
て
、「
帝
位
継
承
ノ
順
序
」

「
帝
室
歳
俸
ノ
緒
制
」「
儀
式
編
纂
」「
其
他
宮
禁
ノ
例
規
ト
ス
ヘ
キ

モ
ノ
」、
こ
う
い
う
も
の
を
ま
ず
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
、
そ
の

あ
と
で
憲
法
を
制
定
す
れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
と
主
張
し
ま
し
た
。

こ
の
建
議
は
井
上
毅
の
反
対
で
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
実
現
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
の
ち
に
内
規
取
調
局
と
い
う
部
局
が
出
来
て
、
岩
倉

の
主
導
の
下
で
皇
室
制
度
の
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
頃
、
民
間
で
は
自
由
民
権
運
動
の
人
た
ち
の
私
擬
憲
法
案
が

た
く
さ
ん
発
表
さ
れ
、
政
府
も
何
と
か
方
針
を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
て
、
岩
倉
は
参
議
た
ち
に
憲
法
制
定
意
見
を
求
め
ま

し
た
。
山
県
有
朋
、
黒
田
清
隆
、
井
上
馨
、
伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
、

大
木
喬
任
の
順
で
、
意
見
書
を
出
し
ま
し
た
。
彼
等
参
議
の
大
多
数

の
意
見
は
漸
進
主
義
的
な
意
見
で
し
た
が
、
大
隈
の
意
見
が
急
進
的

で
、
こ
れ
が
結
局
明
治
十
四
年
の
政
変
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
ご
承
知

の
通
り
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
こ
の
明
治
十
四
年
政
変
の
影
に
隠
れ
て
、
余
り
注
目
さ
れ

て
い
な
い
の
が
、
大
木
の
意
見
で
す
。
重
要
な
意
見
で
す
の
で
、
茲

に
や
や
詳
し
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
意
見
書
は
明
治
十

四
年
五
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
、「
乞
定
国
体
之
疏
」（
多
田
好
問
編

『
岩
倉
公
実
記
』
下
巻
、
原
書
房
、
六
八
九
頁
以
下
）
と
題
し
ま
す
。
大

木
は
、
ま
ず
「
皇
邦
建
国
ノ
礎
ハ
世
界
比
類
ナ
キ
義
ニ
候
ヘ
ハ
、
亦

世
界
比
類
ナ
キ
様
組
成
ス
ル
ハ
当
然
ノ
事
」
と
言
い
、
日
本
の
国
柄

は
ほ
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
と
違
う
か
ら
、
日
本
独
自
の
政
治
制
度
、

法
律
制
度
を
作
る
べ
き
だ
と
し
て
、「
帝
憲
」「
政
体
」
の
二
つ
を
作

る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
明
治
三
年
に
建
国
法
或
い
は
根
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本
律
法
の
よ
う
な
も
の
を
制
定
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
中
に
、
今
日
の
憲
法
に
類
す
る
規
定
も
、
ま
た
天
皇
及

び
皇
室
に
関
係
す
る
規
定
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
大
木
は
両
者
を
別

に
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
言
う
わ
け
で
す
。
大
木
は

在
昔
王
仁
来
リ
貢
シ
テ
、
而
シ
テ
戴
籍
観
ル
可
シ
、
吉
備
海
ニ

浮
テ
而
シ
テ
文
章
其
レ
明
カ
也
、
律
令
ノ
大
宝
ニ
備
リ
、
格
式

ノ
延
喜
ニ
詳
カ
ナ
ル
、
是
皆
漢
土
ニ
徴
シ
テ
其
美
ヲ
採
ル
所
ニ

出
ツ
ル
ト
雖
、
国
礎
ノ
存
ル
所
固
リ
依
然
タ
ル
也

と
指
摘
し
、
日
本
が
中
国
か
ら
文
物
を
学
び
、
特
に
奈
良
時
代
、
平

安
時
代
に
律
令
と
か
格
式
と
か
を
備
え
た
が
、
日
本
は
そ
れ
よ
り
も

前
か
ら
「
国
礎
」
が
あ
っ
た
。
天
壤
無
窮
の
神
勅
、
万
世
一
系
の
天

皇
の
存
在
、
そ
う
い
う
も
の
が
、
律
令
継
受
と
併
行
し
て
存
在
し
て

い
る
の
だ
と
い
う
の
で
す
。
つ
ま
り
、
伝
統
的
「
国
体
」
と
、
当
面

の
政
治
制
度
、
法
律
制
度
と
は
別
々
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

夫
レ
外
邦
国
憲
ノ
目
、
帝
位
授
受
ノ
事
ヨ
リ
設
官
ノ
要
旨
及
ヒ

君
民
ノ
権
限
、
審
判
ノ
区
界
ニ
至
ル
マ
テ
掲
載
シ
テ
遺
サ
ス

と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
憲
法
で
は
、
王
位
継
承
、
皇
位
継
承
の
こ
と
か

ら
始
ま
っ
て
、
官
制
、
君
民
の
権
利
義
務
な
ど
、
網
羅
的
に
規
定
し

て
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
憲
法
と
い
う
の
は
、

時
代
が
変
わ
れ
ば
条
文
も
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
し
て
、
大

木
は

而
シ
テ
時
勢
ノ
変
、
更
革
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
ニ
遇
ヘ
ハ
、

即
チ
之
ヲ
衆
議
ニ
委
ヌ
ル
ノ
ミ
、
然
レ
ハ
則
チ
彼
ノ
所
謂
国
憲

ナ
ル
者
ハ
、
固
ヨ
リ
金
石
ト
不
朽
ヲ
期
ス
ヘ
キ
ニ
非
サ
ル
也

と
言
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
の
中
に
日
本
の
国
体
と
か
国
柄
ま
で
規
定

す
る
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
の
が
、
大
木
の
考
え
で
す
。

　

従
っ
て
大
木
は
、
永
遠
に
変
わ
ら
ざ
る
も
の
と
、
時
勢
に
応
じ
て

変
化
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
と
別
々
に
制
定
す
べ
き
だ
と
し
て
、
永

遠
に
変
わ
ら
ざ
る
「
帝
憲
」
に
つ
い
て
は

帝
憲
ナ
ル
者
ハ
宜
ク
皇
邦
国
礎
ノ
在
ル
所
及
ヒ
天
皇
民
ヲ
安
ン

ス
ル
所
以
ノ
源
、
其
他
帝
室
ノ
憲
章
ニ
関
ス
ル
所
ヲ
明
カ
ニ
ス

ヘ
シ
（
中
略
）
而
シ
テ
帝
憲
ハ
金
石
ト
不
朽
ノ
者
タ
リ

と
説
明
し
、
時
勢
に
応
じ
て
変
化
す
る
「
政
体
」
に
つ
い
て
は

政
体
ナ
ル
者
ハ
宜
ク
三
権
ノ
分
別
及
ヒ
設
官
ノ
要
旨
、
其
他
議

会
ノ
綱
領
ヲ
明
カ
ニ
ス
ベ
シ
（
中
略
）
政
体
ハ
時
ニ
臨
テ
更
革

セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
者
タ
リ

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

明
治
十
四
年
五
月
の
大
木
の
意
見
の
後
、
七
月
に
有
名
な
岩
倉
の

「
大
綱
領
」（『
岩
倉
公
実
記
』
下
巻
、
七
一
四
頁
以
下
）
が
出
来
、
そ
の

中
に

帝
位
継
承
法
ハ
祖
宗
以
来
ノ
遺
範
ア
リ
、
別
ニ
皇
室
ノ
憲
則
ニ

載
セ
ラ
レ
帝
国
ノ
憲
法
ニ
記
載
ハ
要
セ
サ
ル
事

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
明
治
十
五
年
頃
、
井
上
毅
が
憲
法
草
案
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を
起
草
し
、
そ
の
第
二
十
二
条
に

日
本
国
ハ
万
世
一
系
ノ
皇
統
ヲ
以
テ
之
ヲ
治
ム
、
皇
統
ノ
継
嗣

ハ
皇
室
別
段
ノ
典
章
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
ベ
シ

と
書
き
ま
し
た
。

　

こ
の
岩
倉
の
「
大
綱
領
」
に
よ
っ
て
憲
法
と
皇
室
法
と
の
別
立
論

が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
し
て
井
上
毅
が
実
際
に
両
者
の
起
草
に
深
く
関

与
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
い
ま
紹

介
し
ま
し
た
大
木
の
意
見
書
「
乞
定
国
体
之
疏
」
が
そ
の
背
景
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
見
て
お
り
ま
す
。

五
、
王
土
王
民
論

　

と
こ
ろ
で
、
憲
法
と
皇
室
法
と
を
別
立
て
に
す
る
と
い
う
方
針
が

ま
と
ま
っ
た
明
治
十
四
、
五
年
頃
に
、
も
う
一
つ
の
国
体
論
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
王
土
王
民
論
で
す
。
江
戸
幕
府
を
倒
す
に

際
し
て
、
新
政
府
側
は
、
こ
の
日
本
国
土
は
幕
府
の
土
地
で
は
な
い
、

我
々
は
徳
川
氏
の
家
臣
で
は
な
い
、
国
土
は
幕
府
の
土
地
で
は
な
く

て
天
皇
の
土
地
な
ん
だ
、
我
々
も
天
皇
の
下
に
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
で
、
王
土
王
民
論
を
唱
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
明
治
維
新
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
四
年
、
政
府
は
地
券
を
発
行
し
て
、
個
人
に
土

地
の
所
有
権
を
認
め
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
王
土
王
民
と
言
い
な

が
ら
、
個
人
が
勝
手
に
土
地
の
売
買
を
す
る
と
い
う
の
は
矛
盾
し
て

い
る
で
は
な
い
か
、
だ
か
ら
、
地
券
と
い
う
も
の
は
没
収
し
て
し

ま
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
土
地
は
国
民
に
貸
し
与
え
る

と
い
う
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
、

出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
強
硬
に
主
張
し
た
の
が
、
当
時
、
宮
中
に

い
た
副
島
種
臣
と
い
う
人
で
し
た
。

　

副
島
が
明
治
十
五
年
四
月
二
十
一
日
に
天
皇
に
提
出
し
た
「
建
言

書
」（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
に
は
「
所
謂
普
天
率
土
皆
王
有
ト
ハ
、

版
籍
奉
還
ノ
明
文
ニ
見
ヘ
テ
天
下
万
歳
ノ
声
聞
ヘ
タ
リ
、
然
ル
ヲ
天

子
ハ
西
洋
説
ハ
公
平
ナ
リ
ト
ノ
論
議
ニ
由
ラ
レ
テ
地
券
マ
テ
其
々
ニ

渡
シ
下
サ
レ
タ
リ
」
と
あ
り
、
同
年
七
月
頃
に
岩
倉
へ
建
議
し
た

「
地
券
改
正
ノ
議
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
元
田
永
孚
関

係
文
書
」）
に

我
国
土
ハ
海
外
各
国
ノ
互
ニ
交
替
変
革
シ
テ
、
君
ヲ
易
エ
主
ヲ

移
ス
ノ
土
地
ト
天
壌
其
体
ヲ
異
ニ
シ
、
天
祖
以
来
一
姓
君
臨
所

有
ノ
王
土
タ
ル
ハ
、
歴
史
上
確
然
タ
ル
儀
ニ
テ
、
維
新
ノ
始
、

列
藩
版
籍
奉
還
モ
即
天
朝
ニ
返
上
奉
リ
タ
ル
ニ
テ
、
決
シ
テ
民

有
ニ
付
与
シ
タ
ル
ニ
テ
之
ナ
ク
、
然
ル
ニ
地
券
授
与
ノ
制
規
ヲ

定
メ
ラ
レ
、
是
失
錯
ノ
大
ナ
ル
者
ニ
シ
テ
、
天
子
ハ
尺
土
モ
所

有
ス
ル
コ
ト
無
ク
、
遂
ニ
皇
有
地
ヲ
別
途
ニ
設
ケ
置
ク
ノ
説
有

ル
ニ
至
レ
リ
、
然
ル
ニ
其
実
ハ
日
本
全
国
孰
レ
カ
天
皇
ノ
有
ニ

非
サ
ラ
ン
ヤ
、
地
券
授
与
ノ
文
字
ヲ
改
正
セ
サ
レ
ハ
、
終
ニ
其

実
ヲ
復
ス
ル
能
ハ
ス
、
故
ニ
今
地
券
授
与
ヲ
改
メ
テ
地
券
借
与



450明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 47 号〕平成 22 年 11 月

ト
ナ
シ
、
其
地
ノ
産
物
、
建
築
ノ
不
動
産
ハ
人
民
ノ
所
有
タ
リ

ト
明
示
ア
ル
時
ハ
、
名
義
燦
然
、
皇
室
ノ
富
永
遠
ニ
保
チ
、
自

由
民
権
ノ
説
モ
自
ラ
其
勢
ヲ
失
ヒ
、
宸
衷
ヲ
安
シ
玉
フ
可
シ

と
あ
り
ま
す
。

　

副
島
が
こ
の
よ
う
に
王
土
王
民
論
を
叫
ん
で
い
る
最
中
、
伊
藤
博

文
は
ド
イ
ツ
に
出
か
け
て
憲
法
の
調
査
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
日
本

に
い
る
人
た
ち
は
、
伊
藤
が
ド
イ
ツ
の
憲
法
を
勉
強
し
て
、
日
本
に

も
ド
イ
ツ
風
の
憲
法
を
制
定
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
伊
藤
が
明
治
十
六
年
に
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
に
戻
っ
て
き

ま
す
と
、
副
島
は
早
速
、
吉
井
友
実
の
紹
介
で
伊
藤
に
会
い
に
行
く

わ
け
で
す
。
日
本
の
国
体
論
、
王
土
王
民
論
を
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
よ

う
と
意
気
込
ん
で
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
副
島
が
伊
藤
に
会
っ

て
談
判
し
て
み
る
と
、
伊
藤
の
言
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
い
い
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
宮
島
誠
一
郎
の
日
記
（
早
稲
田

大
学
図
書
館
蔵
）
に
「
吉
井
ニ
偶
然
相
会
す
、
今
朝
副
島
を
伴
ひ
伊

藤
の
高
輪
を
訪
ふ
（
中
略
）
然
ル
ニ
伊
藤
之
説
、
誠
ニ
国
体
上
よ
り

発
し
、
帝
室
等
之
事
ハ
大
ニ
副
島
も
同
論
ニ
而
、
惣
テ
無
異
存
よ
し
、

副
島
も
角
ヲ
折
り
た
る
よ
し
、
吉
井
も
此
両
人
之
交
際
仕
舞
、
大
ニ

安
心
セ
リ
ト
云
フ
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
記
の
記
述
だ
け
か
ら
は
話
の
中
身
は
不
明
で
す
が
、
明
治

十
六
年
八
月
二
十
一
日
、
北
畠
治
房
が
大
隈
重
信
に
宛
て
た
書
翰

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
が
あ
り
、
内
容
が
や
や
詳
し
く
書
か
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
身
が
も
う
す
こ
し
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。

史
料
の
引
用
は
省
略
し
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
の
留
守
中
、

副
島
及
び
元
田
永
孚
が
地
券
没
収
論
の
建
議
を
し
て
頗
る
勢
力
を
得

て
お
り
、
井
上
毅
が
こ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
力
及

ば
ず
、
伊
藤
の
帰
国
後
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
伊

藤
も
副
島
の
説
を
排
斥
す
べ
し
と
請
け
負
い
ま
し
た
。
そ
し
て
伊
藤

は
、『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
の
巻
に
「
私
田
」
の
記
述
が
あ
り
、

こ
れ
を
根
拠
に
し
て
、
古
代
に
あ
っ
て
は
王
土
王
民
と
は
い
い
な
が

ら
も
、「
私
田
」
が
存
在
し
た
の
だ
、
従
っ
て
、
王
土
王
民
と
地
券

と
は
決
し
て
矛
盾
し
な
い
の
だ
と
主
張
し
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
個
人
が
土
地
を
所
有
し
て
売
買
を
す
る
と
い
う
こ
と
と
、

全
国
の
土
地
は
王
土
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
法
律
の
レ
ベ
ル
が

違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
法
律
を
公
法
と
私
法
と
に
分
け
る
と
、
個

人
が
土
地
を
売
買
す
る
の
は
私
法
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
天
皇
が
国
を

治
め
る
と
か
、
王
土
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
民
法
上
の
所
有
権
と
は

違
っ
て
、
公
法
的
に
土
地
を
管
轄
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
ド

イ
ツ
で
国
法
学
を
勉
強
し
て
き
た
伊
藤
で
す
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の

よ
う
な
理
論
を
振
り
回
し
て
、
副
島
を
説
き
伏
せ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
で
副
島
も
な
る
ほ
ど
、
王
土
王
民
と
い
う
の
と
土
地
を

売
買
し
た
り
す
る
と
い
う
の
と
は
矛
盾
し
な
い
ん
だ
と
納
得
し
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
伊
藤
は
、
単
に
副
島
の
説
を
排
斥
す
る
だ
け
で
な
く
、
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「
我
が
国
に
於
て
は
、
古
来
万
世
一
系
の
天
皇
万
機
を
総
攬
し
給
ふ
。

是
れ
万
邦
無
比
の
国
体
な
り
。
こ
の
国
体
を
基
礎
と
し
て
経
国
の
大

綱
を
挙
げ
、
君
臣
の
分
義
を
明
か
に
す
る
方
針
を
以
て
、
大
典
の
立

案
に
尽
瘁
し
、
不
日
草
案
成
る
に
至
ら
ば
、
更
に
聖
裁
を
仰
が
ん
と

す
」（『
伊
藤
博
文
伝
』
中
巻
、
三
六
四
頁
以
下
）
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
副
島
に
も
話
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
副
島
も
角

を
折
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
あ
た
り
の
議
論
は
ち
ょ
っ
と
複
雑
で
、
し
か
も
難
し
い
の
で
、

詳
し
く
は
私
の
『
律
令
制
か
ら
立
憲
制
へ
』
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
明

治
憲
法
第
一
条
に
「
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」

と
あ
り
ま
し
て
、「
統
治
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

最
初
の
草
案
で
は
「
治
（
し
ら
）
ス
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
治

ら
す
」
は
「
し
る
」
の
尊
敬
語
で
、「
天
の
下
し
ろ
し
め
す
」
の
よ

う
に
、「
し
ろ
し
め
す
」
と
も
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
「
し
ら
す
」
が

「
統
べ
治
ら
す
」
と
修
正
さ
れ
、
さ
ら
に
「
統
治
」
と
漢
語
風
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
語
に
全
国
「
王
土
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

六
、
枢
密
院
会
議

　

帝
国
憲
法
そ
し
て
明
治
皇
室
典
範
が
伊
藤
、
井
上
の
手
に
よ
っ
て

起
草
さ
れ
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
彼
ら
は
決
し

て
独
断
で
起
草
し
た
の
で
は
な
く
、
様
々
な
意
見
を
斟
酌
し
な
が
ら

起
草
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
御
紹
介
し
ま
し
た
副
島
、
大

木
ら
の
国
体
論
も
幾
分
か
は
汲
み
取
ら
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
史
料
を
も
う
少
し
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

帝
国
憲
法
、
明
治
皇
室
典
範
の
草
案
が
完
成
す
る
と
、
こ
れ
を
枢

密
院
と
い
う
新
た
に
設
置
し
た
機
関
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
大
臣
や
顧
問
官
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
述
べ
ま
す
。

た
と
え
ば
明
治
二
十
一
年
五
月
二
十
五
日
、
皇
室
典
範
第
一
条
「
大

日
本
国
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
」
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
文
に
は
当
初
、
次
の
よ
う
な
長
文
の
説

明
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。「
説
明
」
と
は
、
い
わ
ば
立
法
趣
旨
と
で

も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
重
要
で
す
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
全
文
引
用

し
ま
す
。

恭
テ
按
ス
ル
ニ
、
皇
位
ノ
継
承
ハ
祖
宗
以
来
既
ニ
明
訓
ア
リ
、

子
孫
可
王
之
地
、
宝
祚
之
隆
、
与
天
壌
無
窮
ト
云
ヘ
リ
、
和
気

清
麻
呂
還
奏
ノ
言
ニ
曰
、
我
国
家
開
闢
以
来
、
君
臣
定
矣
、
以

臣
為
君
未
之
有
也
、
天
之
日
嗣
、
必
立
皇
儲
ト
、
皇
緒
ハ
男
系

ニ
限
リ
、
女
系
ノ
所
出
ニ
及
ハ
サ
ル
ハ
皇
家
ノ
成
法
ナ
リ
、
上

代
独
女
系
ヲ
取
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
神
武
ヨ
リ
崇
峻
ニ
至
迄

三
十
二
世
、
曾
テ
女
帝
ヲ
立
ル
ノ
例
ア
ラ
ス
、
故
ニ
神
功
皇
后

ハ
国
ニ
当
ル
コ
ト
七
十
年
、
而
シ
テ
終
ニ
摂
位
ヲ
以
テ
終
ヘ
タ

マ
ヘ
リ
、
飯
豊
青
尊
政
ヲ
摂
シ
、
清
寧
天
皇
ノ
後
ヲ
承
ク
ル
モ
、

亦
未
タ
皇
位
ニ
即
カ
ス
、
清
寧
天
皇
崩
シ
テ
皇
子
ナ
シ
、
亦
近
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親
ノ
皇
族
男
ナ
シ
、
而
シ
テ
皇
妹
春
日
大
娘
ア
リ
、
然
ル
ニ
群

臣
皇
妹
ヲ
立
テ
ス
シ
テ
反
テ
皇
后
ト
ス
、
是
レ
以
テ
上
代
既
ニ

一
定
不
文
ノ
常
典
ア
リ
テ
、
易
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
家
法
ヲ
成
シ

タ
ル
コ
ト
ヲ
見
ル
ヘ
シ
、
其
ノ
後
、
推
古
皇
極
以
来
皇
后
皇
女

即
位
ノ
例
ナ
キ
ニ
非
サ
ル
モ
、
其
ノ
当
時
ノ
事
情
ヲ
推
原
ス
ル

ニ
、
皆
一
時
国
ニ
当
リ
、
幼
帝
ノ
歳
長
ス
ル
ヲ
待
チ
テ
位
ヲ
伝

ヘ
ン
ト
ス
ル
ノ
権
宜
ニ
外
ナ
ラ
ス
、
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
上
代
祖
先

ノ
常
憲
ニ
非
ス
、
而
シ
テ
終
ニ
後
世
ノ
模
範
ト
為
ス
ヘ
カ
ラ
サ

ル
ナ
リ
、
本
条
皇
位
ノ
継
承
ヲ
以
テ
男
系
ノ
男
子
ニ
限
リ
、
而

シ
テ
又
第
二
十
三
条
ニ
於
テ
皇
后
皇
女
ノ
摂
政
ヲ
掲
ク
ル
者
ハ
、

蓋
先
王
ノ
遺
意
ヲ
紹
述
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
苟
ク
モ
新
例
ヲ
創
ム

ル
ニ
非
サ
ル
ナ
リ

（
附
記
）
之
ヲ
外
国
ニ
参
照
ス
ル
ニ
、
各
国
ノ
家
法
ハ
各
々
其

ノ
祖
先
ノ
創
定
ス
ル
所
ニ
依
リ
、
子
孫
遵
守
シ
テ
之
ヲ
改
ム
ル

コ
ト
有
ル
ヲ
許
サ
ズ
、
故
ニ
各
国
或
ハ
専
ラ
男
子
ニ
伝
フ
ル
ノ

法
ヲ
取
ル
者
ア
リ
（
普
仏
白
瑞
）、
或
ハ
男
ヲ
先
ニ
シ
女
ヲ
後
ニ

ス
ル
者
ア
リ
（
澳
英
荷
葡
及
独
逸
諸
国
）、
皆
其
ノ
祖
訓
ヲ
遵
守

シ
、
永
ク
成
典
ト
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
互
ニ
此
ヲ
是
ト
シ
、
彼
ヲ

非
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
用
ヰ
ズ
、
然
ル
ニ
或
ハ
我
カ
国
中
古
以
来
皇

女
位
ニ
即
ク
ノ
例
ア
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
澳
英
ノ
法
ト
混
視
ス
ル
者

ア
ラ
ン
カ
、
抑
々
澳
英
ハ
皇
夫
ヲ
納
レ
テ
異
姓
ニ
伝
フ
女
系
継

承
ノ
法
ニ
依
ル
者
ニ
シ
テ
、
我
カ
国
ト
正
ニ
氷
炭
ノ
相
反
ス
ル

者
ナ
リ
、
女
系
継
承
ノ
法
ハ
、
王
家
姓
ヲ
易
フ
ル
ヲ
忌
マ
サ
ル

者
ナ
リ
、
独
乙
ノ
学
士
「
ブ
ロ
ン
チ
ュ
リ
」
氏
英
人
「
ブ
ラ
ク

ス
ト
ン
」
氏
ノ
言
ヲ
引
キ
、
英
国
ノ
相
続
法
ヲ
論
シ
テ
曰
、
此

法
ヲ
用
ル
ノ
国
ハ
屢
々
王
室
ヲ
変
代
ス
ト
、
又
其
ノ
証
例
ヲ
挙

ケ
テ
曰
、
英
国
ハ
二
百
年
ノ
間
王
室
姓
ヲ
易
フ
ル
コ
ト
四
次
ナ

リ
、
第
一
「
オ
ラ
ニ
ア
ン
」
家
、
第
二
「
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ワ
イ

ヒ
」
家
、
第
三
「
ハ
ノ
ー
ヴ
エ
ル
」
家
ニ
シ
テ
、
第
四
ニ
又

「
コ
ー
ブ
ル
ク
」
家
ニ
移
ラ
ン
ト
ス
ト「
コ
ー
ブ
ル
ク
」
氏
ハ
今
ノ
女
王

ノ
太
子
ノ
父
即
皇
夫
ノ
姓
ナ
リ

祖
宗
ノ
皇
統
ト
ハ
一
系
ノ
正
統
ヲ
承
ク
ル
皇
胤
ヲ
謂
フ
、
即
チ

正
統
ノ
皇
嗣
ヲ
謂
フ
、
而
シ
テ
和
気
清
麻
呂
ノ
所
謂
皇
緒
ナ
ル

者
ト
其
ノ
解
義
ヲ
同
ク
ス
ル
者
ナ
リ
、
皇
統
ニ
シ
テ
皇
位
ヲ
継

ク
ハ
必
一
系
ニ
限
ル
、
而
シ
テ
二
三
ニ
分
割
ス
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
者

ナ
リ
、
故
ニ
後
深
草
天
皇
以
来
数
世
ノ
間
、
両
統
互
ニ
代
リ
及

南
北
二
朝
ア
リ
シ
ハ
皇
家
ノ
変
局
ニ
シ
テ
、
祖
宗
典
憲
ノ
存
ス

ル
所
ニ
非
サ
ル
ナ
リ
、
之
ヲ
欧
州
ニ
参
照
ス
ル
ニ
、
彼
ノ
独
逸

各
国
ノ
家
法
ハ
中
古
以
前
公
法
ヲ
以
テ
私
法
ト
相
混
シ
、
君
位

ノ
継
承
ヲ
以
テ
財
産
ノ
相
続
ニ
同
視
シ
、
一
君
ニ
シ
テ
二
三
子

ア
レ
ハ
其
ノ
国
土
ヲ
二
三
ニ
分
裂
シ
テ
、
以
テ
禍
乱
ノ
原
因
ヲ

為
シ
タ
ル
ハ
史
乗
ニ
屢
々
見
ル
所
ナ
リ
、
輓
近
ニ
至
リ
君
位
ノ

公
法
ニ
属
ス
ヘ
ク
シ
テ
私
法
ニ
属
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
発
見

シ
、
此
ヲ
以
テ
国
法
上
ノ
一
大
進
歩
ト
シ
、
其
ノ
憲
法
又
ハ
国

約
ニ
於
テ
特
ニ
国
土
ノ
分
裂
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
掲
ケ
、
以
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テ
分
割
継
承
ノ
謬
ヲ
匡
正
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
取
リ
タ
リ
、
墺
国
千

七
百
年
紀
ノ
初
ニ
於
テ
訂
約
セ
ル
有
名
ナ
ル
「
フ
ラ
グ
マ
チ
ッ

ク
、
サ
ン
ク
チ
オ
ン
」
ニ
、
帝
国
ニ
属
ス
ル
各
邦
ハ
総
テ
分
割

ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
帝
室
男
統
ノ
長
宗
順
序
ニ
依
テ
相
続
ス
ヘ
キ

コ
ト
ヲ
定
メ
タ
リ
、
我
カ
国
ハ
肇
国
ノ
初
ニ
於
テ
統
治
ノ
公
義

ニ
従
ヒ
、
領
有
ノ
私
道
ニ
依
ラ
ズ
、
皇
位
一
統
ノ
大
義
ニ
遵
由

ス
ル
者
既
ニ
二
千
有
余
年
、
而
シ
テ
学
理
上
ノ
発
見
推
論
ヲ
仮

ラ
ザ
ル
者
ナ
リ

以
上
本
条
ノ
意
義
ヲ
約
説
ス
ル
ニ
、
祖
宗
以
来
皇
祚
継
承
ノ
大

義
炳
焉
ト
シ
テ
日
星
ノ
如
ク
、
万
世
ニ
亘
リ
テ
誣
フ
ヘ
カ
ラ
ザ

ル
者
、
蓋
左
ノ
三
大
則
ト
ス

　
　

第
一　

皇
祚
ヲ
践
ム
ハ
皇
胤
ニ
限
ル

　
　

第
二　

皇
祚
ヲ
践
ム
ハ
男
系
ニ
限
ル

　
　

第
三　

皇
祚
ハ
一
系
ニ
シ
テ
分
裂
ス
ヘ
カ
ラ
ス

右
の
よ
う
に
各
条
に
は
詳
し
い
説
明
文
が
付
い
て
お
り
、
参
照
す
べ

き
各
国
の
事
例
、
学
説
も
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
第
一
条
を
読

ん
で
大
木
は
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
ま
し
た
。

本
条
ノ
説
明
ヲ
熟
読
ス
ル
ニ
、
日
本
ノ
国
体
ハ
天
壌
ト
窮
ナ
シ

ト
云
ヒ
、
和
気
清
麿
ノ
奏
文
ヲ
引
証
シ
テ
、
我
国
体
ノ
最
モ
重

ン
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
祖
述
シ
、
殆
ト
間
然
ス
ル
所
ナ
シ
、
然
レ
ト

モ
退
テ
正
条
ノ
立
言
ヲ
顧
レ
ハ
、
文
意
簡
短
ニ
シ
テ
本
義
ノ
在

ル
所
ヲ
尽
サ
ス
、
夫
ノ
屢
々
天
命
ヲ
革
ヘ
、
暦
朝
興
廃
ア
ル
支

那
ノ
帝
室
ニ
就
テ
之
ヲ
言
フ
モ
、
猶
此
ノ
如
キ
ニ
過
キ
サ
ル
ヘ

シ
、
之
ヲ
以
テ
綿
々
一
系
ノ
我
皇
室
ニ
比
ス
ル
、
豈
啻
ニ
天
壌

ノ
差
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
、
本
官
素
ヨ
リ
文
字
上
ノ
事
ニ
付
、
屑
々

ス
ル
ヲ
好
マ
サ
レ
ト
モ
、
正
条
中
ニ
我
国
体
ノ
重
ン
ス
ヘ
キ
所

以
ヲ
表
彰
セ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
シ
テ
止
マ
サ
ル
ナ
リ

説
明
文
は
な
か
な
か
い
い
け
れ
ど
も
、
条
文
の
方
は
簡
単
す
ぎ
て
意

を
尽
く
し
て
い
な
い
か
ら
、
条
文
自
体
で
も
、
も
っ
と
国
体
を
重
ん

ず
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
く
れ
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
大
木
と
同
じ
佐
賀
出
身
の
佐
野
常
民
が
、
こ
の
説
明
文
は

公
布
す
る
の
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
議
長
の
伊
藤
が
「
注
釈
ハ
討

議
ノ
参
考
ニ
供
ス
ル
迄
ニ
テ
素
ヨ
リ
公
布
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
ス
」
と

答
え
た
の
で
、
佐
野
も

正
条
ヲ
公
布
ス
ル
ト
セ
ハ
、
皇
室
典
範
ハ
祖
宗
ノ
遺
訓
ヲ
明
徴

ニ
シ
テ
子
孫
ノ
為
ニ
永
遠
ノ
銘
典
ヲ
貽
ス
ト
云
ハ
ン
カ
如
キ
勅

諚
ヲ
加
ヘ
タ
シ

と
述
べ
、
皇
室
典
範
が
祖
宗
の
遺
訓
の
明
徴
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た

「
勅
諚
」
を
書
き
加
え
て
欲
し
い
と
主
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
伊
藤

は
、「
勅
諚
」
を
擬
議
す
る
の
は
問
題
外
と
退
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
伊
藤
の
態
度
に
対
し
て
、
大
木
は
、
繰
り
返
し
て

正
条
ヲ
顧
レ
ハ
、
一
字
一
句
モ
宝
祚
ノ
万
世
一
系
ニ
シ
テ
天
壌

ト
無
窮
ナ
ル
コ
ト
ノ
意
ヲ
尽
サ
ス
、（
中
略
）
此
ノ
事
最
モ
重

大
ナ
リ
、
故
ニ
本
条
ニ
於
テ
モ
其
趣
意
ヲ
掲
ケ
ン
カ
為
ニ
万
世

8

8
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一
系
ナ
ル
大
日
本
皇
位
ハ

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

云
々
ト
改
メ
、（
中
略
）
唯
タ
万
世

一
系
ノ
字
ヲ
加
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム

と
要
望
し
ま
し
た
。
こ
の
意
見
に
は
数
名
の
顧
問
官
た
ち
も
同
意
し

ま
し
た
が
、
結
局
、
多
数
決
で
原
案
の
ま
ま
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
藤
や
井
上
に
し
て
み
れ
ば
、
既
に

天
祐
ヲ
享
受
シ
タ
ル
我
カ
日
本
帝
国
ノ
宝
祚
ハ
、
之
ヲ
祖
宗
ニ

承
テ
、
之
ヲ
子
孫
ニ
伝
ヘ
、
万
世
一
系
天
壌
ト
倶
ニ
窮
リ
ナ
ク
、

歴
世
継
述
シ
、
以
テ
朕
カ
躬
ニ
至
レ
リ
、
今
遺
訓
ヲ
明
徴
ニ
シ
、

成
章
ヲ
建
立
シ
、
永
遠
ノ
為
ニ
不
朽
ノ
銘
典
ヲ
貽
ス
ノ
止
ム
ヘ

カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
察
シ
、
皇
室
典
範
ヲ
発
布
シ
、
遵
守
ス
ル
所

ア
ラ
シ
ム

と
い
う
皇
室
典
範
の
プ
レ
ア
ン
ブ
ル
（
上
諭
）
を
準
備
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
大
木
・
佐
野
ら
の
意
向
を
十
分
に
汲
ん
で
い
る
と
判
断

し
た
の
で
し
ょ
う
。
殊
更
に
条
文
を
修
正
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

他
方
、
明
治
二
十
一
年
六
月
十
八
日
、
憲
法
第
二
条
「
皇
位
ハ
皇

室
典
範
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
皇
子
孫
之
ヲ
継
承
ス
」
が
審
査
さ
れ
た

時
に
、
副
島
が

本
案
第
一
条
ニ
依
レ
ハ
日
本
ノ
皇
位
ハ
皇
子
孫
之
ヲ
継
承
ス
ル

事
明
瞭
ナ
リ
、
故
ニ
只
本
条
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
継
承
ノ
順
序
ヲ
示

ス
事
ノ
必
要
ヲ
見
ル
、
依
テ
「
皇
位
継
承
ノ
順
序
ハ
皇
室
典
範

定
ム
ル
所
ノ
モ
ノ
ニ
依
ル
」
ト
ノ
修
正
説
ヲ
提
出
ス

と
述
べ
、
皇
室
典
範
で
皇
位
継
承
法
を
規
定
し
て
い
る
以
上
、
憲
法

で
殊
更
に
「
皇
子
孫
之
ヲ
継
承
ス
」
と
書
く
必
要
は
な
い
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
ま
し
た
。
皇
位
継
承
の
こ
と
は
全
部
皇
室
典
範
に
譲
れ

ば
い
い
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
対
し
て
伊
藤
は
、

孛
国
白
国
ニ
於
テ
ハ
皇
位
継
承
ノ
事
ヲ
憲
法
中
ニ
掲
ケ
テ
其
ノ

順
序
ヲ
定
ム
ル
ト
雖
モ
、
本
邦
ノ
憲
法
ニ
ハ
之
ヲ
掲
ケ
ス
シ
テ
、

典
範
ニ
譲
レ
リ
、
故
ニ
本
条
ハ
二
拾
五
番
（
副
島
）
ノ
修
正
説

ト
其
意
見
ヲ
同
フ
ス
（
中
略
）
抑
典
範
ナ
ル
モ
ノ
ハ
古
来
何
レ

ノ
国
ト
雖
モ
建
国
以
来
存
在
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
而
シ
テ
憲
法
ノ

如
キ
ハ
輓
近
ノ
時
代
ニ
於
テ
始
メ
テ
制
定
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ

リ
、
故
ニ
各
国
ニ
於
テ
憲
法
ヲ
創
定
ス
ル
晷
ニ
当
リ
、
従
来
存

在
ス
ル
所
ノ
王
位
継
承
ノ
事
ヲ
縷
列
シ
テ
、
憲
法
ニ
掲
載
シ
タ

リ
、
是
レ
典
範
中
ヨ
リ
抜
萃
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
故
ニ
王

位
継
承
ノ
事
ハ
憲
法
ノ
創
定
ニ
依
リ
始
メ
テ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ

ア
ラ
サ
ル
ナ
リ

と
答
え
て
お
り
ま
す
。
憲
法
の
皇
位
継
承
規
定
は
、
も
と
も
と
皇
室

典
範
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
、
あ
く
ま
で
も
主
体
は
皇
室
典
範
に
あ

る
ん
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
皇
室
典
範
や
憲
法
の
前
に
は

「
告
文
」
と
い
う
も
の
が
付
い
て
お
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
荘
重
な

文
章
で
す
。

皇
朕
レ
謹
ミ
畏
ミ
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皇
祖

皇
宗
ノ
神
霊
ニ
誥
ケ
白
サ
ク
、
皇
朕
レ
天
壌
無
窮
ノ
宏
謨
ニ
循

ヒ
、
惟
神
ノ
宝
祚
ヲ
継
承
シ
、
旧
図
ヲ
保
持
シ
テ
、
敢
テ
失
墜

ス
ル
コ
ト
無
シ
、
顧
ミ
ル
ニ
世
局
ノ
進
運
ニ
膺
リ
人
文
ノ
発
達

ニ
随
ヒ
、
宜
ク

皇
祖

皇
宗
ノ
遺
訓
ヲ
明
徴
ニ
シ
、
典
憲
ヲ
成
立
シ
条
章
ヲ
昭
示
シ
、

内
ハ
以
テ
子
孫
ノ
率
由
ス
ル
所
ト
為
シ
、
外
ハ
以
テ
臣
民
翼
賛

ノ
道
ヲ
広
メ
、
永
遠
ニ
遵
行
セ
シ
メ
、
益
々
国
家
ノ
丕
基
ヲ
鞏

固
ニ
シ
、
八
洲
民
生
ノ
慶
福
ヲ
増
進
ス
ヘ
シ
、
茲
ニ
皇
室
典
範

及
憲
法
ヲ
制
定
ス
、
惟
フ
ニ
此
レ
皆

皇
祖

皇
宗
ノ
後
裔
ニ
貽
シ
タ
マ
ヘ
ル
統
治
ノ
洪
範
ヲ
紹
述
ス
ル
ニ
外

ナ
ラ
ス
、
而
シ
テ
朕
カ
躬
ニ
逮
テ
時
ト
倶
ニ
挙
行
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ル
ハ
、
洵
ニ

皇
祖

皇
宗
及
我
カ

皇
考
ノ
威
霊
ニ
倚
藉
ス
ル
ニ
由
ラ
サ
ル
ハ
無
シ
、
皇
朕
レ
仰
テ

皇
祖

皇
宗
及

皇
考
ノ
神
祐
ヲ
祷
リ
、
併
セ
テ
朕
カ
現
在
及
将
来
ニ
臣
民
ニ
率

先
シ
、
此
ノ
憲
章
ヲ
履
行
シ
テ
愆
ラ
サ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
誓
フ
、
庶

幾
ク
ハ

神
霊
此
レ
ヲ
鑒
ミ
タ
マ
ヘ 

こ
こ
に
も
、「
天
壌
無
窮
ノ
宏
謨
」
と
か
「
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
ヲ
明

徴
ニ
シ
、
典
憲
ヲ
成
立
シ
」
云
々
と
か
の
文
言
が
明
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
「
告
文
」
は
起
草
段
階
で
は
「
賢
所
宣
誥
」
と
な
っ
て

い
た
と
こ
ろ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
天
皇
が
皇
祖
皇
宗
に
典
範
と

憲
法
の
制
定
を
報
告
す
る
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
皇
室
典
範
及
び
憲
法
の
制
定
に
際
し
て
は
、
た
び

た
び
国
体
論
が
主
張
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
伊
藤
、
井
上

は
そ
れ
ら
を
考
慮
し
つ
つ
、
起
草
に
当
た
っ
た
の
で
し
た
。
右
に
引

用
し
た
「
上
諭
」
や
「
告
文
」
を
読
み
ま
す
と
、
先
に
紹
介
し
た
明

治
三
年
の
岩
倉
の
「
建
国
策
」、
副
島
の
「
建
国
大
体
之
事
」、
大
木

の
「
建
国
ノ
体
裁
ヲ
弁
明
ス
ベ
キ
事
」、
江
藤
の
「
根
本
律
法
」
な

ど
の
意
図
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
見
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

皇
室
典
範
・
憲
法
が
完
成
し
た
二
月
十
一
日
、
岩
倉
の
墓
前
に
勅
使

が
差
遣
さ
れ
、

中
世
与
利

乃

政
体
改
革
万　

　

利
此
新
代
乃
安
国
知
良　

　

須
大
御
代
乎
仰
久　

　

爾
至
利

遂
爾
今
度
皇
室
典
範
乎
治
米
憲
法
乎
発
布
良　

　

志
給
布
時
止
成
奴
留

波

専
汝
命

乃
大
功
績
乃
顕
波　

　

礼
来
志
母
乃

曾
止

宇
牟
賀
志
美
思
食
須

と
述
べ
、
岩
倉
の
功
績
を
讃
え
て
い
る
の
は
、
宜
な
る
哉
と
思
わ
れ

ま
す
。
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七
、
お
わ
り
に

　

明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
の
皇
室
典
範
、
帝
国
憲
法
の
制
定
に

よ
っ
て
、
伝
統
的
な
神
勅
と
か
国
体
と
か
が
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。

勿
論
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
体
系
を
大
い
に
参
考
に
は
し
ま
し
た
が
、

し
か
し
、
日
本
の
伝
統
法
を
十
分
に
吸
収
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
も
、
か
つ
て
大
木
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
皇
室
典
範
を
頂
点

と
す
る
法
体
系
と
、
帝
国
憲
法
を
頂
点
と
す
る
法
体
系
と
は
並
立
し

て
、
別
個
の
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
者
は
こ
の
よ
う
な
法
体
系

を
、
普
通
、
典
憲
二
元
体
系
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
般

国
民
は
憲
法
体
系
の
下
で
生
活
を
し
、
天
皇
及
び
皇
族
は
皇
室
典
範

体
系
の
中
で
生
活
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

二
つ
の
法
体
系
が
昭
和
二
十
年
ま
で
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
が
大
東
亜
戦
争
に
負
け
る
と
、
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
す
る
連
合
軍
が
日
本
に
や
っ
て
き
ま
し
て
、
そ
う
い
う
日
本
国

家
の
あ
り
方
は
お
か
し
い
、
国
家
の
有
り
様
は
す
べ
て
議
会
で
決
め

る
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
憲
法
を
最
高
法
規

と
し
、
皇
室
典
範
は
憲
法
の
下
位
法
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主

張
し
ま
し
た
。
日
本
側
は
抵
抗
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
圧
倒
的
な
武

力
を
背
景
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
止
む
を
得
ず
そ
う
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
国
法
の
一
元
化
で
す
。

　

従
っ
て
現
在
で
は
、
皇
位
継
承
を
始
め
、
皇
室
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

柄
を
国
会
で
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
泉
内
閣
の
時
に
、

女
性
天
皇
を
認
め
る
方
向
で
活
発
な
議
論
が
さ
れ
た
こ
と
は
、
記
憶

に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
が
果
た
し
て
相
応
し

い
の
か
ど
う
か
、
今
後
、
見
直
さ
れ
る
時
も
あ
ろ
う
か
と
は
思
い
ま

す
が
、
民
主
党
政
権
で
は
お
そ
ら
く
無
理
で
し
ょ
う
。

　

ま
だ
述
べ
足
り
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
与
え
ら
れ
た
時
間

が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
辺
で
拙
い
話
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
清
聴
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
附
記
、
本
稿
は
平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
六
日
、
明
治
聖
徳
記
念
学
会

例
会
で
行
な
っ
た
講
演
の
筆
記
に
加
筆
を
し
た
も
の
で
あ
る
。）

（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
総
合
学
術
院
教
授
）


